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※看護学科必修  

【授業の主題】 

 コミュニケーションは、「人との関わり」において大変重要である。医療・保健・福祉専門者にとって、コミュニケ

ーションは、対象者はもちろん、家族や他職種との連携・協働のために必須である。コミュニケーション論において、

対人関係の形成に必要とされる基礎的知識と方法を学ぶ。 

【到達目標】 

 １．コミュニケーションに関する基礎的な知識を理解できる 

２．コミュニケーションに関する基本的な方法を理解できる 

【授業計画・内容】 

第 １ 回 コミュニケーションとは（石岡） 

第 ２ 回 自己覚知と気づき（他人からみた自分）（石岡） 

第 ３ 回 言語的コミュニケーションと非言語的コミュニケーション（石岡） 

第 ４ 回 コミュニケーション・テクニック(１)（石岡） 

第 ５ 回 コミュニケーション・テクニック(２)（石岡） 

第 ６ 回 コミュニケーション・テクニック(３)（石岡） 

第 ７ 回 コミュニケーションにおける連携・協力（石岡） 

第 ８ 回 アサーテイブなコミュニケーション（石岡） 

第 ９ 回 個人と集団 ～人が持っている「枠組み」～（黒澤） 

第１０回 集団のまとわり ～自己概念と人の成長～（黒澤） 

第１１回 人間の心の理解 ～思い込み～（黒澤） 

第１２回 演習（黒澤） 

第１３回 交流分析とは（黒澤） 

第１４回 感情表出のかたち（黒澤） 

第１５回 葛藤とのつきあい方 ～コンセンサス法の体験～（黒澤） 

【授業実施方法】 

 講義・演習 

【授業準備】 

 授業で配布する資料を復習し、理解を深めてください。 

【主な関連する科目】 

 人間関係論、コミュニケーション技術、看護コミュニケーション、カウンセリング 

【教科書等】 

 適宜、資料配布 
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【成績評価方法】 

 定期試験80%、課題提出10％、平常点10％で評価を行い、60％以上の得点で合格とする。 

【学生へのメッセージ】 

コミュニケーション論は、人間関係論と共に医療・保健・福祉専門職者にとって大切な学問です。私たちが、これか

ら対象とする方は、地域住民・対象者とその家族・高齢者・障害者など、多様なそして複雑な条件が重なり合っている

うえに、個別性を重要視しなければならない人々です。学生のみなさんは自身が「どんな人」であるか見つめる機会で

もあります。そして授業の内容を通して、対人関係に応用する知識を身につけ活用できるようになり、専門職者として

活動する力を得て欲しいと思います。 
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